
ス
ペ
イ
ン
南
部
、
フ
ラ
メ
ン

コ
で
有
名
な
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
州

の
州
都
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
総

本
山
と
し
て
も
知
ら
れ
る
セ
ビ

リ
ア
市
。
そ
の
近
郊
の
コ
リ

ア
・
デ
ル
・
リ
オ
市
（
以
下
コ

リ
ア
市
）
に
は
、
現
在
「
ハ
ポ

ン
姓
」
を
名
乗
る
約
８
０
０
人

が
暮
ら
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、

戦
国
時
代
の
１
６
１
３
年
に
仙

台
藩
主
で
あ
っ
た
伊
達
政
宗
が

支
倉
常
長
を
大
使
と
し
て
ス
ペ

イ
ン
と
ロ
ー
マ
に
派
遣
し
た

「
慶
長
遣
欧
使
節
」
の
随
行
者
の

末
裔
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
ハ
ポ
ン
さ
ん
た
ち
は
、

代
々
に
わ
た
り
自
分
た
ち
が
サ

ム
ラ
イ
の
末
裔
で
あ
る
と
信
じ

「
ハ
ポ
ン
・
ハ
セ
ク
ラ
協
会
」
を

組
織
し
て
い
る
。
コ
リ
ア
市
内

に
は
１
９
９
２
年
に
仙
台
市
が

寄
贈
し
た
支
倉
常
長
の
銅
像
が

あ
っ
た
り
、「
日
本
」
と
い
う
名

の
理
髪
店
や
「Sendai

」
と
い

う
カ
フ
ェ
な
ど
が
あ
っ
た
り
と
、

非
常
に
日
本
に
由
来
が
あ
る
街

並
み
と
な
っ
て
い
る
。

伊
達
政
宗
が
わ
ざ
わ
ざ
遠
い

異
国
の
地
ス
ペ
イ
ン
ま
で
使
節

団
を
派
遣
し
た
の
は
、
当
時
世

界
に
君
臨
し
た
ス
ペ
イ
ン
帝
国
、

と
く
に
ス
ペ
イ
ン
大
艦
隊
の
力

を
借
り
て
徳
川
幕
府
を
倒
し
、

天
下
を
取
ろ
う
と
い
う
野
望
が

あ
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
今

と
な
っ
て
は
そ
の
真
偽
は
分
か

ら
な
い
が
、
こ
の
コ
リ
ア
市
と

セ
ビ
リ
ア
市
に
は
政
宗
の
夢
が

託
さ
れ
た
日
本
文
化
が
今
な
お

根
強
く
残
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
に
活
動
す
る
日
系
混
声
合
唱
団
ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ー
ラ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ

ー
「
と
も
」（
団
長：

阿
部
友
子
、
音
楽
監
督：

白
田
正
樹
、
通
称
Ｊ
Ｃ
Ｈ
）
が
、
５
月
に
ス
ペ

イ
ン
南
部
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
州
の
コ
リ
ア
・
デ
ル
・
リ
オ
市
文
化
セ
ン
タ
ー
と
、
セ
ビ
リ
ア
市
に

あ
る
世
界
遺
産
ア
ル
カ
サ
ル
宮
殿
で
行
わ
れ
る
合
同
演
奏
会
に
出
演
す
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
４
０
０
年
に
及
ぶ
歴
史
的
な
背
景
と
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
再

び
実
現
し
た
ス
ペ
イ
ン
と
宮
城
県
と
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
交
流
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

こ
の
一
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
と
成
功
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
Ｊ
Ｃ
Ｈ
の
指
揮
者

で
あ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
風
の
環
コ
ン
サ
ー
ト
」
代
表
で
あ
る
白
田
正
樹
さ
ん
が
情
熱
を
持
っ
て
実
現

ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

仙
台
市
を
は
じ
め
と
し
た
東
北

地
方
太
平
洋
側
沿
岸
部
を
襲
っ

た
津
波
被
害
の
甚
大
さ
は
、
世

界
的
な
惨
事
と
し
て
各
国
に
報

道
さ
れ
た
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

知
っ
た
コ
リ
ア
市
の
ハ
ポ
ン
さ

ん
た
ち
は
、
自
ら
の
遠
い
祖
先

の
故
郷
の
変
わ
り
果
て
た
様
子

に
心
を
痛
め
た
。
彼
ら
は
、
追

悼
の
意
と
復
興
へ
の
願
い
を
込

め
て
支
倉
像
の
前
に
集
ま
り

「
君
が
代
」
や
「
さ
く
ら
、
さ
く

ら
」
を
歌
っ
た
後
に
、
犠
牲
者

を
悼
ん
で
ハ
イ
ク
（
俳
句
）
を

詠
ん
だ
。
こ
の
俳
句
は
、
ス
ペ

イ
ン
語
で
五
・
七
・
五
の
音
節

で
詩
句
を
連
ね
た
短
歌
に
し
た

も
の
で
、
後
日
、
コ
リ
ア
市
の

昨
年
２
０
１
３
年
は
、
支
倉

ら
一
行
約
１
８
０
人
余
り
の
使

節
団
が
日
本
で
最
初
の
西
洋
型

軍
船
と
な
る
「
サ
ン
・
フ
ァ

ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
」
（
通

称：

伊
達
の
黒
船
）
に
乗
り
石

巻
市
の
月
の
浦
を
出
帆
し
て
ち

ょ
う
ど
４
０
０
年
の
年
に
あ
た

る
。
そ
し
て
今
年
２
０
１
４
年

は
、
同
一
行
が
ア
カ
プ
ル
コ
や

メ
キ
シ
コ
を
経
て
ス
ペ
イ
ン
の

コ
リ
ア
市
及
び
セ
ビ
リ
ア
市
に

到
着
し
て
４
０
０
年
目
の
年
。

こ
の
節
目
の
年
に
両
国
の
皇
太

子
が
名
誉
総
裁
と
な
っ
て
日
本

ス
ペ
イ
ン
文
化
交
流
４
０
０
周

年
事
業
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
６
月
に

皇
太
子
徳
仁
親
王
が
コ
リ
ア
市

の
支
倉
常
長
像
の
横
に
桜
の
植

樹
を
な
さ
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
記

憶
に
新
し
い
。

そ
し
て
今
年
は
昨
年
日
本
へ

訪
れ
た
ハ
ポ
ン
さ
ん
達
へ
の
返

礼
と
し
て
、
５
月
に
仙
台
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ス
ペ
イ
ン
を

訪
問
し
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
。

日
本
か
ら
の
参
加
は
、
俳
人
の

黛
ま
ど
か
さ
ん
、
仙
台
の
合
唱

団
「
萩
」、
石
巻
市
の
被
災
者
な

ど
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
は

Ｊ
Ｃ
Ｈ
「
と
も
」
が
参
加
す
る
。

セ
ビ
リ
ア
で
は
ス
ペ
イ
ン
王
室

の
宮
殿
で
、
支
倉
ら
一
行
が
一

ヶ
月
滞
在
し
た
と
さ
れ
る
世
界

遺
産
の
「
ア
ル
カ
サ
ル
宮
殿
」

で
、
現
地
合
唱
団
ら
と
の
合
同

合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
。
一

方
コ
リ
ア
市
で
は
合
同
コ
ン
サ

ー
ト
に
加
え
て
俳
句
交
流
会
も

行
わ
れ
る
。
ま
た
、
セ
ビ
リ
ア

市
お
よ
び
コ
リ
ア
市
の
各
当
局

主
催
に
よ
る
歓
迎
式
典
も
そ
れ

ぞ
れ
計
画
さ
れ
て
い
る
。

使
節
か
ら
４
０
０
周
年
の

節
目
の
年

３

仙
台
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

今
度
は
ス
ペ
イ
ン
へ

６

コ
リ
ア
・
デ
ル
・
リ
オ
と

仙
台
と
の
歴
史
的
つ
な
が
り

１

白
田
さ
ん
ら
が
企
画
す
る
日

西
文
化
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
、
ま
ず
、
昨
年
夏
、

ハ
ポ
ン
協
会
の
代
表
そ
し
て
コ

リ
ア
市
の
合
唱
団
ら
約
30
人
を

仙
台
と
石
巻
へ
招
待
し
た
。
一

行
は
石
巻
市
を
訪
問
し
、
現
在

サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス

タ
号
が
展
示
し
て
あ
る
市
内
の

博
物
館
や
月
の
浦
な
ど
を
訪
れ
、

黛
さ
ん
ら
と
俳
句
で
交
流
。
ま

た
石
巻
お
よ
び
仙
台
両
市
長
、

そ
し
て
宮
城
県
知
事
を
表
敬
訪

問
し
、
さ
ら
に
北
上
川
の
川
開

き
や
仙
台
の
七
夕
祭
な
ど
も
楽

し
ん
だ
。
コ
リ
ア
市
の
合
唱
団

は
仙
台
市
の
合
唱
団
「
萩
」
と

仙
台
市
内
で
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
っ
た
が
、
同
コ
ン
サ
ー
ト

に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
Ｊ
Ｃ

Ｈ
の
有
志
も
参
加
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
仙
台
出

身
の
白
田
さ
ん
が
、
俳
人
の
黛

さ
ん
や
地
元
仙
台
の
合
唱
団

「
萩
」
ら
と
協
力
し
、
使
節
４
０

０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
の
た

め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
深
く
関

与
。
遠
く
ス
ペ
イ
ン
の
地
に
留

ま
っ
た
仙
台
藩
の
子
孫
が
、
は

る
か
４
０
０
年
の
時
を
超
え
て

祖
先
の
故
郷
の
惨
状
を
悼
み
俳

句
を
通
し
て
哀
し
み
と
励
ま
し

の
心
情
を
寄
せ
て
く
れ
た
、
そ

の
暖
か
い
想
い
に
報
い
よ
う
と

文
化
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企

画
し
た
。
相
互
が
俳
句
と
合
唱

で
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、

日
本
と
ス
ペ
イ
ン
親
善
を
図
ろ

う
と
す
る
、
壮
大
な
夢
へ
の
実

現
計
画
が
始
ま
っ
た
。

4月28日 ニューヨーク出発
4月29日・30日　コリア市にて俳句交流会
5月1日 セビリア市世界遺産「アルカサル宮殿」にて合同合唱コンサート
5月2日 セビリア市による歓迎式典

5月3日 コリア市文化センターにて合同コンサート
5月4日 マドリッド市内観光　

(世界三大美術館のプラダ美術館、ピカソの「ゲルニカ」が
展示されているソフィア王妃芸術センターなど)

5月5日 トレド市内観光（エル・グレコが絶賛した世界遺産の古都）
5月6日 マドリッドからニューヨーク帰着

仙台市青葉城跡地にある伊達政宗の騎馬像

（写真提供：仙台市観光交流課）

コリア市民から寄せられた俳句の短冊を前にして、

（左から）黛まどかさん、

フェルナンド・プラテーロ氏、白田正樹氏

昨年、石巻市月の浦を訪れたハポンさん一行（支倉像の前）

ハ
ポ
ン
さ
ん
ら
を

仙
台
・
石
巻
に
招
待

５

＜スペイン公演の旅程＞

スペイン公演へむけて準備するJCHの練習風景

日
本
、
ス
ペ
イ
ン
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

俳
句
と
合
唱
で
つ
な
ぐ
壮
大
な
歴
史
ロ
マ
ン

政宗の夢、400年の時を超えて

復元されたサン・ファン・バウティスタ号

震
災
を
機
に
俳
句
を
通
し

再
び
交
流
が
は
じ
ま
る

２

４
０
０
年
の
時
を
超
え
て

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

４
図
書
館
長
で
俳
句
の
作
者
で
も

あ
る
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
プ
ラ
テ

ー
ロ
さ
ん
の
手
で
被
災
地
の
宮

城
県
石
巻
市
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

ス
ペ
イ
ン
語
で
書
か
れ
た
俳
句

の
日
本
語
へ
の
推
敲
に
は
俳
人

で
あ
る
黛
ま
ど
か
さ
ん
が
全
面

的
に
協
力
し
た
。

コンサートの会場となる世界遺産アルカサル宮殿の狩猟の中庭

スペイン公演に関して、また、JCHへの参加希望などの問い合わせは、
電話201-214-1758またはEメール japan.choral.harmony@gmail.com 福知さんまで。ウェブサイト http://jch-tomo.org/


